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無耕起による自然草地への簡易牧草導入について

蛇　沼　情　夫・′ト　針　久　典

久根崎　久　二・前　田　　　敏

（岩手県畜試）

1，ま　え　が　さ

完全に反転耕起する開墾によらないで草地を喝成する

万埠は・単に檜械開墾が地形的条件で不能であると云う

理由だけで行はれるものでたく．土壌の状態．例えば耕

土が極めて浅く餅起はむしろ．マイナスになる場合とか

或は琶本．家琴の種類等の繹常．繹済的を面からも考慮

の上．積極的に採用されをけ九は在らない竜野を草地造

成技術と考えられる．

しカ▲し．自体草地への簡易を牧葺導入特術忙ついては．

まだ篭決賢帝する間曙も色々あろうと考えられる．

太式辞では主として損体時期を検討し．牧葦・野草の

一鏡台と牧草定着の零際を知ろうとした．本報告は播種萌

9毎日の1番刈迄の成績を取繕めたものである．

2．拭：験　方　法

1．試験地

岩手県寄帝試斡場．外山試験地

（岩手耶玉山村大字載川字外山）
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試験区別 収　　 穫　　 の　　 概　　 零

阜
導 入 一m ：草 幡

樽

法

基肥成分量（板／a ）
地表肌理

革　 挿
播凛 t

（ ／a
N P p ■K 一〇 C a

春 躊

（25朝

オ｝トヤー

ドグラス
0．も8

漉 繍

J

糟 播

0．8 1，h 0．8

中

和

量

l野笥刈取

後 ，地衣

損把によ

る

チモシ■－ 巾．l lI

蔓 ・播

（I 町 d

イダリ丁ソ

ライグラス
0．1 0

秋 痛

く急戦 月）

ヲジノタロ
0．∩8

レッドタロ
0．1 0

傭考

1）追肥托刈取の翠度．寒肥のl／2丑を俺す．伸しC8は早秦

1回．

2）地表処周は背負式動力刈取機並びに附属機械1式に上る

8）1区面積及び区制

l区l n5mt（†椚X15m）8反帯

5．騨　査　項　目

L　収量　　乞　革種構成

4．賦換地の概況

L：地鋸．

標高は約720m．東南忙面する傾斜野草拙，傾斜
まけ2n・－80■

乞　棉生

7カマツ・自カバの幼木を含み．ワラビ・ササ・ス

スキ．1シノく・スゲを主とする野葺地で葦穂数は約望8稀．

凰　気象

初霜10月要目．無零期間は約130日．年平均気

温は凡60Cと云う高冷地である．降水量は約1，300mm．

5．賦験経過の概事

1．造成．

設計に基づき季節別忙牧草の播種を行った．播種迄の

作業の顧序は．先ず背負式動力刈取鞭の．丸のこ．12

枚刃カッターを使い．縛かん木刈払い一下草刈取一拙表

震把を行った．次いで施肥一体稀一跨圧の暦で牧草播種

を完了した．

乞　生育．

各描稀期とも発芽は順調であった．その後の初期生

育は．いね科牧葺け良好であったが春詳き及び秋播き区

の．tめ科牧草は本葉が展開し始めた頃より生育が鈍り．

黄化して行く偲俺が．かな少見受けられた．

諷　収t調香．

播種した年に春播きは3回．夏播きは1回，収量調

査を行った．秋播きは律挿しただけで冬を迎えた．39

年は早春．各区共追肥を行い．6月17日謂1回の収量

調査を各区一斉に行った．

‘．試　験　結　果

1．葦楕構成（椚1圃）

（日　野葺率．
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播種当年（昭刹Hl声毎」．

森柿－1番刈で打LJ革う；収複のヰ以上を占め牧草

の牛膏を硬駕したが．2番刈では1回目の刈取に上る野

第1函　　孝　雄　構　成

草勢力の衰退と追肥忙よる牧草の生育佃進化より．野草

は約1／4忙減り只0％は牧茸に上って占められた．電

化3番刈で托，韻2回の刈取と秋忙向っての気温低下把

より軒葺け．ほとんど消滅しほほ．宗全に牧草化した．

夏悸幸一森解きの1番某とほほ同様佗野茸の収層に占

める制令け51電で収骨の大半を占め牧葺．野葺の激し

い観合を示した．

滞積2先日（臍和A O先）の1番刈少

幕播き一箱毎の秋と琴り環く野董仕曝めて少く（乞3

電）．価か忙ワラビが見られる程匿で野草地は完全に牧

葺地に変った・夏婿善一野草象は約15雪で前年よク

870亀も減少し，前年秋の刈取が野草の再生を抑え．

また春の追肥の牧草生育に射する効果を示した．

秋播き－78電の野草奉で牧草．野草の横合は春播きに

次レヽて少なかった．

播種2年目の1番刈時に於ける播種時期間の野草の混

在量佗有意差が穏められた．

121号的料率

播種当年（阿和38年）．

春播きまめ科牧草の混入匿合いは．1番刈取時に於い

て極めて少く．2回．3回と刈取の進む忙従って，やや

増える傾向にあったが．葺穫構成上ほとんど問題になら

ない．

夏婿きまめ科は．約20％で春掃きに比べ大きを差が

見られた．これは．まめ科草の初期年育忙夏が好適であっ

た為と考えられる．

挿種盟年目（昭和39年）の1番刈少

夏播きは．まめ科奉は4乱6％．次いで軟体を（2L4

電）．春播き（1臥5号）と何れも前年に比べ．まめ科

牧葺け増加した・特に夏繍さは傾向として良好た．tめ

科牧草の混在比秦を示した．

2．収貴（訊要図）

㍉二
第2図　　収　　量

38年の暮挿さは3回刈取り．野草を含め約州0叫／8

夏播きは1回刈で春播きの約1／4てあった．

89年の1番刈取に於ける収tけ軟体毒が最も多く

（要15勒／8）．次レ、で春掃き（州4肋）夏解き（1射馳／a）

の順であったが播種時期間の有意毒は見られなかった．

エ　檎　　　蓼

L　急傾斜野草地への牧茸導入を追播時期（春．雷．

秋）の点上少検討したその中間成績である・

汲　試躁地は専試外山試験地の．丁カマツ．シラカバ

の幼木を含み．ワラビ．ササ舌王とした野草地である．

乱　標高．約720mの高冷地で傾斜は東南に面し20
－．言りUである．

4・播権は野草刈取一地表攫把（以上．背負式動力刈

取鱒及びその相同鱒棚に上る職線化lF作雫）一施肥一

体精一踏圧の脂に行った．

試斡特集は

川　春博幸は牧葺．野草の競合が激しかったが．年内

3回の刈取少に上少秋にはほほ完全に牧草化した．

121夏播きも年内は春席卓と同様．牧草．野草の競合

が激しいが．越冬後1番刈取如こは野草は激減した．

まめ科牧草の定着は比較的良好であク．次年の1番

刈時には．篭め科冬4aO宅と云う好結果を得た．

（8I　秋播きは．牧草．野草の競合は最も少く越冬後．

1回日の刈取少で既に90鴛以上が牧草化した．

川）以上．各席種朋とも．それぞれ牧草．野草の競合

はあるが．2在日の1番刈時には200K，／8前後の収量

があ少，野草柚への追痛は季節を問わず可能である事が

知られた．


